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【目的］
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NlPPONOATA20lOでは、 昨年度まで、 毎年、 研究対象者の（循環器疾患をはじめとした）疾

病の発症状況や生活状況について、 郵送や電話により追跡調査を実施してきた。 国勢調査(2020

年）や雇用動向調査(2021年） 等、 最近：の公的調査においてもオンライン調査が導入されており、

本ワ ー キンググルー プでは、 本 研究の2022 年度追跡調査において 、 オンライン調査を試験的に

実施し、 今後の実施可能性や課題について検討することを目的とする。

【方法】

(1) 調査形式

NLPPONOATA2010 の研究対象者は年齢展が広く、 インター ネットや関連するlTデバイスヘの

アクセシビリティにも個人差が大きいことが予想されたため、 国勢調査(2020年）と同様 に、

従来の紙調査栗とオンライン調査を併用するハイブリッド形式とした （図1)。 具体的には、 従

来の紙調査票とともに、 オンライン調査用のアクセス先のURLやQRコ ー ド・ アクセスID ・ パ

スワ ー ドなどを記載した案内用の説明文書を送付し、 転居者など一部を除き、 研究対象者が自由

に選択できるように した（図2 ・図3)。

(2)オンライン調査用アンケー トシステムの構築

オンライン調査用アンケートシステムについては、 システム構築が可能と考えられた3社から

ヒアリングを行い、 デー タ のセキュリティをはじめとした仕様、 研究進捗状況のフィー ドバック

の即時性、 費用等の観点から、 最終的にNITコム オンライン ・ マ ー ケティング・ソリュー ショ

ン株式会社が提供する「NITコムリサ ー チ」のアンケー トシステムを採用し、 スマ ー ト フォン

やタブレット、 パソコン等で回答可能 なオンライン調査用アンケー トシステムの業務委託契約を

締結した。
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【資料1】

30



【資料2】
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